
◆令和４年度農林業振興施策 資料３

Ⅰ 予算と重要施策

【予算】 （単位:千円）

令和４年度 差引増減額 対前年比
（Ａ） （Ａ－Ｂ） （Ａ/Ｂ）

4,570,927 897,251 124.4%

3,324,317 901,747 137.2%

農業 2,285,578 389,249 120.5%

林業 1,038,739 512,498 197.4%

【重要施策】 令和４年度予算 （令和３年度）

1 持続できる強い農業の推進

2 農畜産物の安定的な供給の確保

3 農村地域の振興、農と都市の共生

4 森林の有する多面的機能の発揮
5 都市型・循環型林業の構築

526,241

1,896,329

2,422,570

3,673,676

（Ｂ）
令和３年度

193,622千円

845,117千円

479,926千円

26,178千円

1,779,474千円

うち農林業重要施策

農林業予算計

区分

農 業 2,285,578 千円 (1,896,329 千円)

林 業 1,038,739 千円 (526,241 千円)
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Ⅱ 重要施策における主な取組み

 （１）多様な担い手の確保と育成 

① 就農応援事業 ＜農業振興課＞

② 人・農地プラン推進事業 ＜農業振興課＞

③ 新規就農スタートアップ支援事業 ＜農業振興課＞

④ アグリＤＸプロジェクト（スマート農業推進） ＜政策企画課＞

⑤ 未来へつなげる農村の担い手支援事業 【15,000千円】 ＜農業振興課＞

【10,030千円】

　農業用機械・施設整備支援
　　新規就農者に対し、農業用の機械取得や施設整備にかかる経費を助成する。
　
　経営継承・発展等支援
　　将来にわたって地域の農地利用等を担う経営体を確保するため、担い手の経営を
　　継承し発展させる取組みを支援する。

【826千円】

生産現場の課題解決に資するス
マート農業技術について実証実
験を実施し、効果を検証すると
ともに、市内産地での活用が見
込める技術の情報発信を行うな
ど、スマート農業の普及拡大に
向けた取組みを推進する。

農業の基盤を支える農村地域では、担い手の高齢化と後継者不足により地域農業の維持
が困難になりつつあることから、農村を支える担い手を支援し、未来へつなげる持続可
能な農村づくりを促進する。

 新規就農者や、生産性の向上・規模拡大を図る意欲ある担い手を「次代の担い手」と
して支援するとともに、女性農業者への支援や、農福連携の推進など、多様な担い手の
確保・育成を行う。また、AI･IoTなど先端技術の活用の支援や作業の効率化・省力化の
促進により、農業経営のさらなる規模拡大と担い手による農地の保全を推進する。

【3,295千円】

就農希望者を対象にした就農相談や研修を実施することにより、新たな担い手を確保・
育成するとともに、農家の人手不足解消のための雇用促進事業を実施し、地域農業の活
性化を図る。

【50,898千円】

地域の話し合いによる「人・農地プラン」の見直しの推進及び国交付金を活用した新規
就農者への支援を行う。

重労働な農作業
の負担軽減

1 持続できる強い農業の推進 1,779,474 千円

実証 先端技術の活用に
意欲を示す農家を後押し!

＜営農継続支援の例＞

トラクター

＜生産性向上支援の例＞

農業用ドローン

実装

豊かな農村づくりへ

つなげる

平野

除草ロボット
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⑥ 農福連携推進事業 ＜農業振興課＞

 （２）農地の保全と生産基盤の整備 

① 園芸産地育成事業 ＜農業振興課＞

② 畜産環境整備経営対策事業 ＜農業振興課＞

③ 農林業金融資金 ＜農業振興課＞

④ 農業用施設の改良 ＜農業施設課＞

飼養規模拡大に係る飼養施設整備や飼養環境改善に係る畜舎改造、優良家畜の導入等を
支援することにより、生産性および収益性の向上を図る。

【542,000千円】

農林業者の経営の安定・向上と農産物の市民への安定供給を図るため、必要な資金を低
利で融資する。

【705,987千円】

ため池や井堰等農業用施設の老朽化等に伴う被害の未然防止、農業経営の安定のため、
整備の緊急性の高い農業用施設の改良を行う。
　ため池 24件、農道 ３件、井堰 21件、水路 11件、井堰撤去 １件　等

防災重点農業用ため池に指定されたため池の安全性向上のため、現況調査や改良工事
を行う。
　ため池排水施設の調査 36件、工事 ６件　等

【2,210千円】

農地の適正管理、農業生産の拡大及び障がい者の活躍の場を創出するため、耕作放棄地
を活用して農福連携に取り組む事業者への助成や障がい者の就労受入体制の構築サポー
ト、福祉事業所職員への農業研修など、新たな農福連携の取組みを支援する。

 農業の生産基盤の整備を行い、農地の保全や農業用施設の維持活用に努める。また、
生産現場における環境負荷低減に向けた取組みに努め、農産物の生産プロセスにおける
脱炭素化を目指す。十分に活用されない農地の利用促進等による集積・集約化を図る。

【100,014千円】

野菜・花きを主軸とした農業経営の収益性向上と農
産物の市民への安定供給を目的に、県の補助も活用
してビニールハウス整備等に対して助成する。

【17,093千円】

支援のイメージ

農作業風景
農業者 福祉事業者

福岡市

耕作放棄地再生費用等の助成

農業研修実施
障がい者の就労

受入のサポート

農 福×

○ 防災・浸水対策、農業用施設整備 【498,342千円】

○ 防災重点農業用ため池対策事業 【190,817千円】

ビニールハウス
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⑤ 農業用施設の維持管理 ＜農業施設課＞

⑥ 耕作放棄地再生事業 ＜農業振興課＞

⑦ 農業集落排水の管理・運営等（集排特会） 【89,129千円】 ＜漁港課＞

（１）消費拡大、地産地消の推進

① アグリDXプロジェクト（EC活用推進） 【2,125千円】 ＜政策企画課＞

② 農産物ブランド創出・販路拡大事業 ＜政策企画課＞

 市内産農畜産物の消費拡大・地産地消を推進し、６次産業化・ブランド化に取り組む
農業者を支援する。また、｢ふくおかさん家のうまかもん条例｣に関連する施策の推進を
図る。

ＥＣに取り組む農家へ販売力向上につながるＳＮＳ活用方法等を助言、先駆的に取り組
む農家及びその活用方法を広くＰＲし、他農家への普及促進を図る。

【3,520千円】

市内産農産物の加工品開発や付加価値向上への支援及び国内外へのＰＲによる販路拡大
を行い、農業者の所得向上及び農山漁村地域の活性化を図る。

【172,052千円】

老朽化した農業用施設の修繕や保守点検など保全を図るとともに、ため池の点検や親水
ため池等の清掃等の維持管理を行う。

【510千円】

耕作放棄地を借り受ける農業者等が行う農地再生等経費への助成を行い、耕作放棄地の
活用を促進する。

農業集落における排水処理施設(勝馬、曲渕、小田・草場、宮浦、西浦)の管理運営や維
持補修を適切に行うとともに、公営企業会計への移行業務、経営改善に向けた検討等を
行う。

SNS活用セミナー

取り組む農家等をＰＲ

収益UP

農家の取組み

加工品開発支援 展示会での販路開拓付加価値向上支援
（商標登録支援など）

２ 農畜産物の安定的な供給の確保 26,178 千円

PR用インスタロゴ

4



③「ふくおかさん家のうまかもん」つながるプロジェクト【13,958千円】 ＜政策企画課＞

（２）食の安全と食育の推進

① 農林水産まつり 【２,860千円】 ＜総務課＞

② GAP認証取得支援事業 ＜農業振興課＞

③ 農畜産物消費拡大推進事業 ＜政策企画課＞

ふくおかさん家のうまかもん（=市内産農林水産物及びその加工食品等）の認知度向上
や利用促進に向けたホームページリニューアルや認定店表彰による情報発信等を行う。

 学校給食への活用など様々な市内産食材の利用を図りつつ、生産現場の安全管理の啓
発や食育を推進する。

市内産農畜産物の販売促進支援や学校給食への活用、学童菜園や花育等の体験教室の開
催などに取り組み、消費拡大と地産地消の推進を図る。

農林水産物の生産者及び市場流通に携わる関係者と消費者の相互理解を深めるため｢福
岡市農林水産まつり｣を開催する。なお、新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえた
適切な実施方法等を検討する。

【2,100千円】

農業における食品安全、環境保全、労働安全等を図り、産地としての競争力強化を図る
ため、福岡県ＧＡＰ認証取得に取り組む農業者に対して、認証取得に必要な残留農薬の
分析費用や施設の改修資材の導入経費等を助成する。

【1,615千円】

（商標登録支援など）

公式ホームページリニューアル
うまかもんや認定店の情報集約・発信

認定店の表彰
表彰・広報を通じた認定店の支援、発信

市内大学と連携したうまかもんの魅力PR
学生による生産現場の取材、SNS等で発信

例年の農林水産まつり 令和３年度オンライン開催

生産者

消費者事業者
（認定店）

つなぐ、つながる!
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 （１）地域の特性を活かした魅力ある農村づくり    

① 農村力発信発見事業 【269千円】 ＜政策企画課＞

②  鳥獣被害防止対策             【17,239千円】 ＜農業振興課＞

 （２）農と都市との交流促進

① 市民農園拡大推進事業 ＜政策企画課＞

② ふれあい施設の管理･運営、施設整備   【426,756千円】＜政策企画課、森林・林政課＞

 農村地域の情報を市民へ提供するとともに、農業の持続的発展の基盤的役割を果たす
「農村」の活性化に寄与する活動を支援する。

人口の減少、高齢化が進んでいる農山漁村地域（北崎地区・志賀島地区等）の農業の振
興や活性化を支援。

鳥獣被害防止のため、狩猟免許取得及び弾代等の有害鳥獣捕獲活動経費への支援、市民
啓発などを実施。

イノシシ被害防止のため、ＩＣＴ・ＩｏＴ
を活用した捕獲活動、市民啓発などを
実施。

 農と都市との交流促進を通して、農業の重要性や魅力など認識の共有を図るととも
に、市民への「農」に関する情報発信の充実に努める。

    【800千円】

身近に農業体験ができる場を市民に提供するため、市民農園開設に向けた施設整備への
助成を行い、市民農園の開設を促進する。

花畑園芸公園や油山牧場などの農林業ふれあい施設の管理運営により、市民の農林業と
のふれあいの場を提供するとともに、施設の魅力向上に取り組む。

○ イノシシ被害対策事業 【13,307千円】

３ 農村地域の振興、農と都市との共生 479,926 千円

油山牧場花畑園芸公園

○ 鳥獣害防止総合対策事業 【3,932千円】
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（１）快適な暮らしを守る森づくり

① 森林環境整備事業 ＜森林・林政課＞

＜森林・林政課＞

③ 林道保全事業 ＜森林・林政課＞

④ 松くい虫防除による住環境保全対策事業 ＜森林・林政課＞

（２）市民に身近で魅力ある森づくり

＜森林・林政課＞

  【55,529千円】

手入れがなされず今後荒廃する恐れがある森林について、公益的機能を確保するため、
間伐等の整備を実施する。

② 森林経営管理制度推進事業 【28,919千円】

森林の適正な管理と公益的機能の十分な発揮の実現を目的として、適切な経営管理が行
われていない森林を対象に、森林の今後の管理に関する意向調査や森林整備を円滑に実
施する前提となる森林境界の明確化等に取り組む。

 森林の有する多面的機能を発揮できるよう、ICTを活用した境界明確化や所有者への
意向調査により、森林経営管理制度に基づく森林の整備を進めるとともに、林道等の保
全整備による山地災害防止や松くい虫対策など暮らしを守る森林の保全に努める。

油山市民の森及び油山牧場の一体的な運営を含めたリニューアルに向け、公募型プロ
ポーザルにより選定した民間事業者と事業協定を締結するとともに、インフラ整備や既
存施設の改修を行う。

【55,000千円】

森林整備の基盤の維持保全を図るため、林道等の予防保全や維持修繕などに取り組む。

【30,185千円】

防風・防砂や景観形成機能を持ち、市民の生活環境の保全に寄与している松林を守るた
め、松くい虫の防除対策に取り組む。

 油山市民の森の再整備など市民が森林に親しみ、理解を深めるための取組みを実施す
る。

① 油山市民の森等リニューアル事業 【570,873千円】

４ 森林の有する多面的機能の発揮

＜スケジュール＞

トイレの建替え（木造化）イメージ

○トイレの新設、建替え
○駐車場の増設
○給排水、電気設備の改修
○管理事務所など老朽化した既存施設の改修
○園内サインの更新 など

～Work Hard,Play More Hard～ （仕事も遊びも全力になれるまち）

令和４年度:民間事業者と事業協定締結
令和５年度:リニューアルオープン

■インフラ整備、既存施設の改修

845,117 千円
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 （１）森林資源活用に向けた基盤づくり   

① 林道整備・改良事業 ＜森林・林政課＞

 （２）持続可能な林業経営の確立      

＜森林・林政課＞

＜森林・林政課＞

＜森林・林政課＞

④ 市営林造林保育事業 【33,191千円】 ＜森林・林政課＞

 森林基幹道「早良線」を有効に活用しながら、航空レーザ計測によって得られた地形
データ等を活用し、低コストで木材を搬出できる路網整備など、計画的な生産基盤づく
りに取り組む。

【58,282千円】

災害を防止するとともに、森林の有する多面的機能を維持するため、林道や橋梁等の維
持管理、計画的な補修等を実施する。

 森林資源を「伐(き)って、使って、植える」循環利用を図るため、地域産材の積極的
な利用により、林業生産・森林整備を活性化する。

① 主伐推進事業 【30,003千円】

市有林において、スギ・ヒノキ林の主伐を行うとともに、花粉症対策や良好な景観の形
成を図るため、広葉樹への植替えを実施する。

② 地域産材利用促進事業 【35,174千円】

地域産材の利用促進を図るとともに、木材利用の普及啓発を行うため、市民の目に触れ
る機会の多い区庁舎等の木質化を推進する。

③ ウッドベンチ利活用事業 【3,862千円】

市内産木材の魅力をＰＲし、木材利用の促進を図るため、木材の乾燥工程を兼ねた木製
ベンチを製作・設置するとともに、乾燥完了した木材を使って玩具等を製作・配布す
る。

森林の有する多面的機能を持続的に発揮させるため、分収林及び市有林において、間伐
などの保育管理を行う。

193,622 千円５ 都市型・循環型林業の構築

「木のぬくもり」プロジェクト

「木のぬくもり」プロジェクト
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Ⅲ 令和４年度補正予算

 農地の保全と生産基盤の整備

① 園芸産地育成事業 ＜農業振興課＞

② 農業集落排水の管理・運営等（集排特会） 【2,794千円】 ＜漁港課＞

市民生活支援のため排水処理施設使用料の減免を実施

【15,000千円】

燃油価格高騰の影響を受けやすい施設園芸農家に対し、
省エネ型機器（ヒートポンプ）の導入に係る経費の一部
を支援する。（６月補正）

コロナ禍における原油価格・物価高騰等対
応支援

区  分
当初予算
（Ａ）

補正後予算
（Ｂ）

差引き増減額
（Ｂ－Ａ）

増減理由

農林業予算 4,570,927 4,588,721 17,794

（単位:千円）

○ 燃油高騰対策 【15,000千円】

9


	資料３３３
	資料３３
	資料３（補正分）

